
授業実践

「わたしの物語」を語ろう
岐阜県可児市立蘇南中学校 青山岳史

岐阜県 可児市
人 口 約10万人
外国籍住民約9900人

R7.10.4 東京学芸大学「多様性が活きることばの教育2025」実践交流会
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岐阜県可児市について

【可児市の取組】

・不就学ゼロを目指して

・ばら教室KANI

・可児市国際交流協会

【蘇南中学校概要】(R7.10.1現在)

・全校生徒1052名

・多言語多文化の生徒220名

・日本語指導が必要な生徒１０0名



可児市国際交流協会HP
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岐阜県可児市の状況 外国籍児童生徒数の推移

平成20(2008)年～リーマンショック

2025年4月1日 904人(11%)



国際教室
R7 7月現在 外国籍生徒222名（全校生徒1055名）

日本語指導が必要な生徒101名「取り出し」による日本語指導71名

日本語初期指導 週４h

日本語初期適応教室 ばら教室KANI を卒業

日本語

週２h

数学（各学年）

週２h

社会（各学年）
週１h

多読 道徳
週１〜 （各学年）
２h １h

在籍学級で全ての授業を受ける

国
際
教
室



外国につながる子どもの心

・言葉,文化の違い

・文化間移動の経験

・複雑な家庭環境

・不安定な経済状況





ストレスチェックアンケート
Q.どんな時にストレスを感じますか？



子どもの日本語教育の課題

A：学校生活や社会に適応

B：認知的な発達の支援 C

：アイデンティティの形成

や自己実現

『外国人児童生徒のための支援ガイドブック 子どもたちのライフコースによりそって』
齋藤ひろみ編著 凡人社



学習活動に参加するための支援の視点

理解支援 表現支援 記憶支援

・言い換える
・視覚化する
・具体例を示す
・対比する
・簡単にする
・関連づける
・既有知識を活性化

・選択肢を示す
・表現方法を示す
・モデルを示す
・キーワードを示す
・対話で引き出す
・母語で表現する

・視覚化する
・動作化する
・音声化する
・物語化する
・反復する
・接触機会を増やす

「学校教育におけるJSLカリキュラム（中学校編）日本語支援とその方法」文科省



単元名「ぼくの物語 あなたの物語」

【ねらい】

「わたしの物語」を作る活動を通して、自己
を見つめながら多様な人を認め、肯定的な自己
理解のもと自他を尊重して公正・公平な考えを
深めることができる

【単元指導計画 全５時間】
１.本当の物語の意味に気づく
２.自分の物語の構成を考える
３.わたしの物語を書く
４.わたしの物語を発表する
５.振り返り

本の表紙



対象：国際教室に通う3年生26名

•日本生まれ・・・・２名

•４年〜１０年・・・１３名

•１年〜３年・・・・・７名

•１年未満・・・・・・４名

国籍 フィリピン１７人 ブラジル９人



ことばの発達と習得のものさし

https://www.mext.go.jp/content/20250620-mxt_kyokoku-000042836_01.pdf



ことばのステージ ステップ

実践者名 大グループ・青山先生

ステージ
ステップ

A【イマココ】
期

B【イマココ
から順序】
期

C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期
F【評価・発
展】期

8

書く

年齢枠
の目安

読む

聞く・話す

7

書く

読む

聞く・話す 目標

6

書く

読む

聞く・話す 現在 目標

5

書く

読む

聞く・話す 現在 目標

4

書く

読む

聞く・話す 現在 目標

3

書く

読む

聞く・話す 現在 目標

2

書く

読む

聞く・話す 現在

1

書く

読む

聞く・話す

https://www.mext.go.jp/content/20250620-mxt_kyokoku-000042836_01.pdf



単元の評価基準

【自己を見つめる】

自分の経験や今の思いについて、対話を通して深く考えながら自己を見つ
めることができる。

【多面的・多角的に考える】

多様な人を認めながら肯定的な自己理解のもと自他を尊重して公正・公
平な考えを深めることができる。

【人間としての生き方についての考えを深める】

自分の今を客観的に振り返り、自分の物語には価値があると感じ、肯定的
な自己理解を通して自己の生き方について考えを深めることができる。



第１時 本当の物語について考える

本のページ



足場かけ①

リライト

https://loilonote.app/_/9872761?tab=standardNoteList

本のページ

https://loilonote.app/_/9872761?tab=standardNoteList


第１時 本当の物語とは？

話
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決めない
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そ

してわかる かみの

うどう その人の
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ん どりょく 人種で決

の人のよい 見た目
ところ じゃない

足場かけ②視覚化



第１時 わたしの物語

足場かけ③ 単元の出口のイメージ

https://loilonote.app/_/9872761/958222895

https://loilonote.app/_/9872761/958222895


教師自身の「わたしの物語」を発表



足場かけ④ 物語を具体化



第１時 本当の物語とは？

ステージE
ステップ４

ステージD
ステップ３



ステージD
ステップ４

ステージE
ステップ６

ステージE
ステップ５



第２時 インタビューを通して物語の構成を考える

・母語別で４人グループ
・母語で聞いてもOK
・聞いた内容を付箋に書く
・書いた付箋は相手のイン
タビューシートに貼る
・大切な人や将来の夢



第２時 グループ編成

足場かけ① 母語別グループ



聞
く
時
の
視
点

足場かけ② 聞く視点を提示



インタビューシート第２時
わたしの将来の夢は・ ・

あなたの大切なものは何ですか？

家族です どうして？

足場かけ③
付箋で視覚化



第２時 振り返り

ステージC
ステップ３

ステージD
ステップ３



ステージE
ステップ３

ステージD
ステップ５



第３時 自分の物語を書く

足場かけ①構成メモ



D：母語の力を活かして

ステージE
ステップ４〜６

ステージE
ステップ２〜３

ステージC〜D
ステップ２〜３

ステージC〜D
ステップ４〜６

C：対話の支援を通して

B：順序や理由 A：客観的な視点から
足場かけ①
支援の声かけ



第４時 「わたしの物語」を発表

ロイロノートで「わたしの物語」を 発表







第４時 それぞれの「わたしの物語」



写真

写真

写真

写真



単元を終えて 振り返り

私はこの「わたしの物語」を国際教室でやることはとてもいいと思います。日本人のクラスメイトには発表す
ると、私たちのすてきな国や町、ユニークな文化についても伝えることができます。だから「わたしの物語」
をつくることはとても楽しかったです。最初は私のふるさとはあまり美しくないと思ったけど、私の国や町に
ついて調べていると、それらはとても美しいと思うようになりました。



振り返り（クラスの仲間から）



アンケート結果



アンケート結果



実践を通して

【学んだこと】

・子どもを多角的に見て実態を掴む

・付けたい力を明確に計画する

・自分（教師）から自己開示する

・連携して子どもの力を引き出す

・子どもの隣に座る

・関係性の中で学ぶ環境をつくる

・子どもの力を信じて伴走する



•「この場所なら学ぶことができる」と思える

•自分の存在を自分で認めることができる

•将来への希望を抱くことができる

•学んだことで仲間との関係が広がる

こんな学びの場を作りたい

子どもが・・・



子どものそばにいる大人としての心構え

・信じる

・あきらめない

・つなげる



ありがとうございました
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